
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは 
 

日本共産党杉並区議会議員 

 

 

 

酒井まさえです 

 

 

 

 

 

 予算特別委員会 

都の補助金を活用し高齢者施策の充実を！ 

 

 

  

３
月
３
日
よ
り
、
第
１
回
定
例
会
予
算
特
別
委
員
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

私
は
、
都
の
補
助
金
を
活
用
し
高
齢
者
施
策
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。 

 

 

  

２０２２年３月１０日 №１１３連絡先 日本共産党杉並区議団控室 3312-2111 

     ０９０-９３２５-５６７６ sakaimasae.0507@gmail.com 

 

 

 ３月３日予算特別委員会にて 

都
の
補
助
金
を
積
極
的
に
活
用
を 

都
の
補
助
金
・
高
齢
社
会
対
策
区
市
町
村
包
括
補
助

金
は
、
区
市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
て
主
体
的
に
実
施
す
る
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
取
組
み
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
自
治
体
が
創

意
工
夫
を
図
り
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

杉
並
区
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
包
括
補
助
金

を
使
い
多
く
の
区
が
、
補
聴
器
購
入
助
成
、
シ
ル
バ
ー

カ
ー
、
杖
の
給
付
を
し
て
い
ま
す
。 

杉
並
区
が
３
年
に
１
回
行
っ
て
い
る
高
齢
者
実
態
調

査
の
結
果
で
は
、
こ
の
３
品
目
の
要
望
が
高
い
こ
と
が

わ
か
り
、
補
聴
器
の
購
入
助
成
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
、
杖

の
給
付
を
求
め
ま
し
た
。 

区
は
、
今
後
も
研
究
・
検
討
し
て
い
く
と
し
な
が
ら

も
、「
シ
ル
バ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
要
望
が
多
い
こ
と 

    

な
ど
か
ら
検
討
を
す
る
と
」
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。 

包
括
補
助
金
を
活
用
し
補
聴
器 

購
入
費
助
成
の
実
施
を 

 

補
聴
器
購
入
助
成
に
つ
い
て
は
、
現
在
２３
区
中
１４

区
が
実
地
し
、
来
年
度
新
た
に
３
区
が
実
施
す
る
予
定

で
す
。 

来
年
度
か
ら
実
施
す
る
港
区
は
、
令
和
２
年
度
厚
生

労
働
省
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
「
自
治
体
に
お
け

る
高
齢
難
聴
者
の
社
会
参
加
に
向
け
た
適
切
な
補
聴

器
利
用
と
そ
の
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
」
に
港

区
の
担
当
課
長
が
参
加
し
、
研
究
結
果
を
活
か
し
た
制

度
化
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

港
区
方
式
は
、
①
難
聴
の
早
期
発
見
、
②
補
聴
器
の

相
談
や
説
明
を
受
け
ら
れ
る
場
の
確
保
、
購
入
し
た
補

聴
器
を
使
い
続
け
る
た
め
の
支
援
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
、

③
多
く
の
高
齢
者
が
使
用
で
き
る
制
度
設
計
と
重
点

化
を
す
る
。
と
い
う
も
の
で
す
。 

他
区
に
見
習
い
、
補
聴
器
購
入
助
成
の
実
施
を
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
復
活
、
会
食
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
検
討
を
求
め
ま
し
た
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あ 

健
康
の
話 

季
節
の
変
わ
り
目
体
調
に
注
意 

 

３
月
に
入
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
な
か
な
か
減

り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
は
怒
り
を
感
じ
、

胸
が
痛
み
ま
す
。
ロ
シ
ア
は
直
ち
に
撤
退
を
！
核
兵
器
は
使

う
な
！
日
本
か
ら
も
抗
議
を
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

さ
て
、
春
は
日
々
の
寒
暖
差
や
、
低
気
圧
と
高
気
圧
が
頻

繁
に
入
れ
替
わ
る
気
圧
変
動
か
大
き
い
季
節
で
、
自
律
神
経

の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

自
律
神
経
に
は
、
身
体
を
活
発
に
す
る
交
感
神
経
と
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
副
交
感
神
経
が
あ
り
、
２
つ
が
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
、
心
臓
や
腸
、
胃
、
血
管
な
ど
の
臓
器
を
司

っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
意
志
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
り
も
し

ま
す
。 

 

天
気
や
季
節
の
変
化
か
ら
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
、
自
律
神
経
を
整
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
１
日
３
食
を
と
る
事
。
特
に
朝
食
は
、

寝
て
い
る
間
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
体
温
を
上
げ
、
自
律
神

経
を
整
え
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
日
常
的
に
運
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
や
軽
め
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
水
泳
な
ど
。
泳
が
な

く
て
も
歩
く
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

ス
ト
レ
ス
の
解
消
も
大
事
で
す
。
友
人
に
電
話
を
し
た
り 

好
き
な
も
の
を
食
べ
た
り
、
自
分
に
ご
ほ
う
び
を
し
ま
し
ょ

う
。 

 

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら 

 
 

 

酒
井
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

国際法ふみにじるウクライナ侵略 

ロシアは軍事作戦をただちに中止・撤退を！ 

ロシア連邦によるウクライナ侵略に対し 

断固抗議する決議 

 今般、ロシア連邦がウクライナを侵略したことは、国

際秩序を乱し、自由と民主主義の根幹を揺るがす暴挙

であり、断じて許されるものではない。ウクライナ国民

の生命と財産、そして自由が理不尽に脅かされること

に、深い悲しみと怒りを覚える。 

 ウクライナへの侵略は、日本国の基礎自治体である

杉並区にとっても、遠い国の出来事ではない。 

 杉並区平和都市宣言の中には「平和ゆえの幸せを永

遠に希求し、次の世代に伝えよう」と謳われています。 

 これは、原水爆禁止署名運動の発祥の地である杉並

区が世界の恒久平和と核兵器の廃絶を願う気持ちを表

したものであり、それを実現し、次の世代に引き継いで

いく決意を示したものである。 

 よって杉並区議会は、ロシア連邦のウクライナ侵略

に強く抗議するものであり、ロシア連邦に対し、軍の即

時撤退と国際法の遵守を求めるものである。 

 あわせて日本政府に対し、邦人の保護をはじめとす

る人命の救助並びに我が国へのさまざまな影響対策に

ついて万全を尽くすよう要請する。 

以上決議する。 

令和４年３月３日        杉並区議会 

侵
略
正
当
化
の
プ
ー
チ
ン
演
説 

 
 

 
 

国
際
法
の
根
拠
な
し 

 

２
月
２４
日
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
政
権

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
を
侵
攻
さ
せ
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
各
地
の
軍
事
施
設
な
ど
へ
の
攻
撃

を
始
め
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と
領

土
を
侵
し
、
国
連
憲
章
、
国
際
法
を
踏
み
に

じ
る
ま
ぎ
れ
も
な
い
侵
略
行
為
で
す
。
攻
撃

は
今
な
お
続
き
、
民
間
人
を
含
む
多
く
の

人
々
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
ロ
シ
ア
の
暴
挙
を
糾
弾

し
、
直
ち
に
軍
事
行
動
を
止
め
、
撤
退
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
今
回
の
行
動
は
、

親
ロ
シ
ア
派
勢
力
が
支
配
す
る
地
域
か
ら 

「
要
請
」
を
受
け
た
も
の
で
、
国
連
憲
章 

５
１
条
の
「
集
団
的
自
衛
」
だ
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
自
分
が
一
方
的
に
「
独

立
」
を
認
め
た
地
域
・
集
団
と
の
「
集
団

的
自
衛
」
な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
、
国
際
法

上
ま
っ
た
く
根
拠
が
な
い
暴
論
で
す
。 

核
保
有
国
で
あ
る
こ
と
を
誇
示

脅
し
は
許
さ
れ
な
い 

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
核
兵
器
で
世
界

の
諸
国
を
威
嚇
し
て
い
ま
す
。
断
じ
て
許

せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

杉
並
区
議
会
は
、
３
月
３
日
の
本
会
議

で
「
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
に
対
し
断
固
抗
議
す
る
決
議
」
を
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。 


